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研究要旨：福島県における震災前および震災後の急性心筋梗塞の発症

数を比較した。震災直後の発症数増加は認めず、震災前後２年間の比

較でも福島県全体ではほぼ同数であった。地域別にみると、いわき地

区では震災後に発症登録数が増加していた。 

福島県での震災後３年目および４年目では急性心筋梗塞発症率は増加

傾向にあり、震災による避難生活の影響も考えられ、今後の推移に注

意が必要である。 

 

Ａ．研究目的 

 本研究の目的は、１）東日本大震災前

後の循環器疾患の発症状況を明らかにす

ること、２）震度や津波が循環器疾患の

発症と関連があるかどうかを探索的に検

討することによって大規模災害における

循環器病診療体制と手法を確立すること

である。 

 

Ｂ．研究方法 

 2009年より福島県立医科大学循環器・

血液内科学講座が事務局となり、福島県

内で急性心筋梗塞患者の治療を行う計36

病院の調査研究を行っている福島県急性

心筋梗塞発症登録調査のデータを活用し

震災前の2009年および2010年と震災年の

2011年〜2014年を比較し、福島県におけ

る震災前後の急性心筋梗塞発症状況を調

査した。。 

 

（倫理面への配慮） 

 福島県急性心筋梗塞発症登録調査は、

登録時にデータは匿名化されており、患

者個人を特定できる情報は使用していな

い。また、当調査は福島県立医科大学倫

理委員会において承認されている。 

 

Ｃ．研究結果 

 福島県全体の急性心筋梗塞発症数は

2009年786例、2010年770例、2011年772

例、2012年760例、2013年781例、2014年

790人であった。人口10万人あたりの発症

率は2009年38.5、2010年37.9、2011年38.9、

2012年38.8、2013年40.1、2014年40.8で

あった。2011年３月に東日本大震災が起

きており、震災の前後2年間で発症率はほ

ぼ同じであるが、2013年および2014年は

やや増加傾向を認めた。地域別に年毎の

発症数を比較してみると、2011年以降い

わき地区の患者数が著明に増加していた。 



Ｄ．考察 

 地震、津波および原発事故という東日

本大震災前後での福島県における急性心

筋梗塞発症数の変化を調査した。 

 震災直後の福島県において急性心筋梗

塞発症数の増加は認めていない。これは、

東日本大震災が直下型ではなく海溝型地

震であり、津波による影響受けた多数の

方は致命的となったことが一因と考えら

れる。 

 福島県においては、東日本大震災によ

る直接的な地震の被害に加えて、原子力

発電所事故による放射性物質汚染が生じ、

住民の避難に伴う多数の人口移動が生じ

た。福島県全体での急性心筋梗塞患者登

録数は、震災の前後２年間ではほぼ同数

であり、対人口１０万人あたりの発症率

も変化していない。しかし、地域別にみ

ると、いわき地区では震災後に登録患者

数が増加していた。震災および原発事故

による避難のために、原発周辺地域より

いわき地区への人口流入が生じ、そこで

急性心筋梗塞を発症した方が増えたこと

が原因と考えられる。 

 福島県では東日本大震災からほぼ4年

が経過した現在でも、相双地区を中心と

して多数の住民が避難生活を余儀なくさ

れている。2013年および2014年の福島県

全体での急性心筋梗塞発症率は増加傾向

にあり、年次変化による自然増なのか東

日本大震災による避難の影響がなかった

かは今後も注意深い観察が必要である。 

 

Ｅ．結論 

 福島県において、震災直後の急性心筋

梗塞の発症数増加は認めなかった。また

震災後２年間の急性心筋梗塞発症数は、

震災前２年間と比べほぼ同数であった。

ただし、2013年および2014年の人口10万

人あたりの発症率は、それ以前と比べ、

増加傾向にあり、今後の推移に注意が必

要である。 
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